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1.グローパル中間層の国際移動
開発経済学の対象となるような，途上国を発地とする経済移民はもちろん
のこと，それとは異なる国際人口移動も増加している。先進国間での移動，
高学歴で相対的に高い知識や技術を持った人々の移動，明確な経済的プッシュー
プル要因に起因しない移動などである。本稿では，暫定的にこうした移動を
グローパル中間層の国際移動と呼ぶことにする。グローパル中間層の国際移
動は，今日の人口移動研究のホットスポットであり，活発な生産活動が続い
ている。広くこれにまつわる現象ということになれば，実証的な人文社会科
学においてもっとも多くのエネルギーが投下されている研究対象の一つであ
るといえる。日々積み増される新たな知見を岨鴫・吸収し，関連する研究の
全貌を組織的に再構成することは至難である。そこで本稿では， rグローパ
ル中間層の国際移動と日本人の海外就職」とL寸表題に引き付けて，先行研
究をレビューすることとする。本章では，簡単に議論の交通整理を行い，本
稿の導入とする。そのことを通じて，こうした表題のもとで本稿をまとめよ
うとする筆者の意図も明らかになると考える。
グローパル中間層の国際移動は，グローパル化が本格化する 1980年代後
半以降SkilledInternational MigrationsjMigrants (SIMs)研究という標
題の下で着実に研究が積み重ねられてきた (Findlayand Gould， 1989; 
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Koser and Salt， 1997， Findlay and Cranston， 2015)。主な移動者は，多国
籍企業で働く男性専門・管理職であり， 日本でいうところの駐在員と相当程
度重なる九 SIMs研究においては，世界都市の序列に沿った特定都市聞の
移動が卓越すること，企業内転勤を典型として移動者の職業キャリアの形成
と密接な関係を持って発生していることなどが注目された。
一方で，何をもって“SkilledInternational MigrationsjMigrants"と
みなすのか， とりわけ“Skilled"とは何かは，当初から暖昧であった。そ
のことからして， SIMsを構成する移動(者)は本質的に多様であるはずで
あり，当然のごとく，この点に対する批判が登場した。批判の口火を切った
のはフェミニスト研究者たちであり，従来の SIMs研究は，多国籍企業で働
く男性専門・管理職という SIMsの範型にそって知見を一般化する傾向にあ
り，女性の存在が覆い隠されてきたと指摘した CKofman，2000; Kofman 
and Raghuram， 2005， 2006)。高学歴の専門職女性を始め，初期の研究の想
定する SIMs像に収まらない移動者は年を追うごとに増加し，それらを対象
とする研究は，既存の SIMs研究が持っていた視野の狭さに対する内在的批
判となった。本稿では取り上げることができなかったが，留学生の国際移動
に関する研究は，その典型的な一例であろう九こうした流れのなかで，組
織の論理に沿って移動する企業内転勤者とは異なり，自らの意志に従って国
際移動を実行する若者にも目が向けられるようになった。こうした移動者は，
従来の SIMsと重なる部分も持ちながら，その移動目的は単一の価値基準に
よるものではなく，職業キャリアの構築が移動の主目的ではない場合も多L、。
こうして研究対象が多様化していく一方で，研究者聞の対話可能性を担保す
るためには，従来の SIMs研究の対象を包摂する形で， Iグローパル中間層
の国際移動Jという一層漠たる看板を掲げなければならなくなったというの
が，本稿が議論の対象とする一連の研究に対する筆者の現状認識である。
筆者は，共同研究者とともに，海外で働く日本人女性に関して国内外で研
究報告を行い，いくつかの論文を公表してきた(中津ほか， 2008， 2012)。
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その際に参照したのは，男性駐在員とは異なる「海外」を生きる女性像を描
き出した人類学や社会学の研究であり，それらは従来の男性中心主義的な
SIMsを批判したフェミニスト研究者たちと通底する問題意識を持っていた。
続いて筆者らは，対象を日本人の若者全般に広げ，夕、、ローパル中間層の国際
移動としての日本人の海外就職に関する共同研究を進めつつある(中津
20日ほか)。本稿の前半では， SIMs研究の登場(第E章)から，それに対
するフェミニスト研究者たちの異議申し立てと女性の国際移動に関する研究
の展開(第E章)を経て，グローパル中間層の国際移動という枠組みが登場
してくる(第N章)までの過程を，筆者らによる一連の研究との関連を意識
しながら簡単に整理する。
筆者らの手になるものも含め，日本人の国際移動に関する研究は，すでに
一定の蓄積をみている。それらをグローパル中間層の国際移動という国際的
な研究潮流の中に位置づけるためには，いたずらに日本人の行動様式を特殊
化することなく知見を相対化する姿勢が求められる。第V章は，そのための
予備作業である。グローパル中間層の国際移動という枠組みの包括性あるい
は陵昧さは，国際人口移動研究の地平を広げるに当たっては，むしろ好都合
であったかもしれなL、。しかし，いかなる理論的な貢献が可能かを問うこと
なく実証研究の対象を拡大していくと，好奇心に駆られた「切手集め
(stamp col1ecting) J (Peck， 2012， p.120)に堕する恐れがある O 第VI章で
は，筆者らの研究が十分になしえていなL¥点への反省も込めて，人口移動研
究の理論的発展を展望した時，グローパル中間層の国際移動に関する研究は
どのような点でこれに貢献すべきかを論じたL、。
1. Skilled international migration研究の登場
少なくとも人口地理学に限定した場合， Skilled International Migra-
tionsjMigrants (SIMs)研究の発端は明確である。 AlanFindlayを座長，
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William Gouldを事務局長として Instituteof British Geographersに期間
限定の作業グループ“SkilledInternational Migration"が発足したのは，
1986年の事であった。作業グループの研究成果は， 1988年に刊行された
Geoforum 19 (4)の特集“SkilledInternational Labour Migration"とし
て結実し，そこに論稿を発表した研究者 (Gould，1988a， b; Salt， 1988; 
Findlay， 1988; White， 1988; Thomas-Hope， 1988)は，その後の SIMs研究
をけん引していくこととなる。 Geoforum掲載の画期的な諸論稿と，今後の
研究課題を簡潔かっ網羅的に明示した Findlayand Gould (1989)は， SMIs 
研究を既存の国際人口移動研究から転轍させ，以降の研究を方向づける重要
な指針となった。
Findlay and Gould (1989)が明らかにしている通り，作業グループは，
多国籍企業の台頭とグローパル化の進展という現状の下で SIMsを分析する
に当たり，グランドセオリーや当時流行しつつあった構造化理論によるので
はなく， SIMsの地理を具体的に説明しうる低次の説明メカニズムを構築す
ることを目標に据えた。同時に政策提言に資する研究のを目指したこともあ
り，移動者の主観やアイデンティティに焦点を当てるよりも， SIMsという
カテゴリーを生成させる制度や組織に注目して， SIMsの地理を分析するこ
とに主眼が置かれた。その結果，多国籍企業のグローパルな立地戦略と空間
的分業を前提として，その内部における人的資源管理やキャリア形成の帰結
として SIMsを捉える視点が確立した (Salt，1988参照)。‘特定の専門職で
は，外部労働市場におけるグローパルな移動が頻繁にみられ，そこでは人材
紹介会社が重要な役割を果たす。このことに対しては，労働市場にあって
SIMsを方向付ける媒介項に注目するアプローチ (migrationchannels ap-
proach)が提案された (Findlay，1990)0 SIMs研究は，人口移動を空間的
分業や諸制度によって組織化・階層化された労働市場における労働力移動と
捉え，地理的移動と社会移動の関係を分析してきた研究の問題意識(たとえ
ばMcKayand 'i桁litelaw，1977; Fielding， 1989， 1992; Gordon， 1995など)
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を，国際人口移動に拡張し，発展させたというー側面を持っていたといえよ
つ。
SIMsが大都市の内部に形成する集住地区に関する研究は， SIMsの移動
の地理と組織・制度との関係に注目した研究とはやや系譜を異にする。草創
期の研究でいえば， White (1988)に速なる研究である。 Florida(2002)の
いうクリエイティブ・クラスに関する議論の流行が示すように，今日ではよ
り多くの創造的な知識労働者を引き付けることが，都市の競争力を高め，都
市間競争に勝ち抜く要諦であると認識されている。 Findlayand Cranston 
(2015， p.15)の整理によれば， SIMsの集住地区に関する研究は， SIMsの
ハビトゥスとそれを支える生活基盤を明らかにすることで，グローパルな都
市間競争の時代における都市開発に対して示唆を与えうるものである。
SIMsの集住地区の形成とそこにおける生活様式に注目した研究は， 日本
人を対象としたものに限っても，いくつかの都市における報告がある九そ
れらにしたがって，知見を簡潔にまとめておこう。経済的地位の高さを反映
して， SIMsは移住先の都市の高級住宅地およびその周辺に集住する傾向に
ある。他方で具体的な集住地区の位置は，学校，宗教施設(教会)，主要な
同国人団体，あるいはエスニック需要を満たしうる消費空間の立地と密接に
関連している。とりわけ学校の立地は，駐在員の集住地区の位置を強く規定
する。駐在員の多くは，一定の期間ののちに母国に戻ることが予定されてい
るため，子どもが母国での教育制度から外れることを避けようとする傾向が
強L、。一般的なエスニック・エンクレイブは，コミュニティ構成員に対して
存在論的安心が得られる環境を提供することで，いやでもさらされるホスト
社会の適応圧力という荒波に対する待避港の役割を果たしている。これに対
して駐在員の集住地区は，いずれ帰還する循環移動者という駐在員の性格を
反映して，ホスト社会への適応には必ずしも重点が置かれず，むしろ帰国後
の再適応を円滑化させる機能すら備えている点に特徴がある。一般的なエス
ニック・エンクレイブが住民を主体としてインフォーマルかっ内発的に生成
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してくるのに対し， SIMsの集住地区は， ジエントリフィケーションとも密
接に関係しつつ (Leeset al.， 2015)，公的団体や大企業の積極的な関与の下，
フォーマルな形で上から造られる傾向にある九このことが示唆するように，
SIMsの集住地区の形成過程を明らかにするためには，都市空間に対するポ
リティクスへの目配りが必要である。翻って，これまでの研究にそれが充分
備わっていたかと関われれば，否と答えざるをえないだろう。
Findlay and Cranstion (2015， p.26)は， SIMs研究が緒に就いた 1980
年代末の時点では，客観的な事実が研究者から独立して存在し，正しい問題
意識の下，適切なデータと方法をもってすれば，新たな知見が得られるとい
うモダニズム的楽観主義があったと回顧している。 SIMsの本来的な多様性
を多国籍企業で働く男性専門・管理職に還元しようとする姿勢もまた，モダ
ニズム的であった。 SIMs研究の当初の関心は，ジェンダーはもとより，人
種や階級がもたらす国際移動の多様性には向いていなかったのである。以上
のような SIMs研究の問題意識および問題点は， Koser and Salt (1997)に
よるレビューを参照する限り， 10年ほどは変わることがなかったようであ
る。しかし， 2000年前後になると，研究の方向性に変化が見られるように
なる。以下で紹介するフェミニスト研究者たちによる批判とそれを敷街した
実証研究は，そうした変化の推進力として働いた。
rn.グローパル中間層の国際移動における女性
1. SIMs研究のジzンダー化と方法論的転回
すでに述べたように， SIMsの標準あるいは典型とみなされてきたのは，
企業内転勤によって海外に渡った男性専門・管理職であった。男性の随伴移
動者として，海外における女性(配偶者)の社会適応や独特のコミュニティ
形成が分析されることはあっても(たとえばMartin，2007)，主たる移動者
としての女性に光が当たることは少なかった。男性駐在員の特徴がSIMs全
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体の特徴として敷桁されてきた背景には，多くの人口地理学者がポストモダ
ニズムの洗礼を受けていなかったこととともに，定量的にみて(量への還元
もモダ、ニズ、ムの特徴である)SIMsに占める男性の割合が高かったこともあ
る。
しかし，グローパル化と並行して進んだローカル化(現地化)が進むにつ
れて，企業内転勤以外の形態をとる国際移動が増加してきた。すなわち主体
的な意思決定に基づく国際移動(後述する能動的国際移動)が増加したので
あり，並行してそこにおける高い知識・技術をもった女性の国際移動も増加
した (Docquieret al.， 2009) 0 SIMs研究におけるジェンダー的視点の欠落
が批判され，女性の SIMsにスポットライトを当てた実証研究が活性化する
のは， 自然の成り行きであった。人口地理学における明確な問題提起は，
Kofman (2000)およびそれに続く論考 (Kofmanand Raghuram， 2005， 
2006)によってなされた。そこでは， SIMs研究が世界都市論を意識してグ
ローパルな企業組織内部での移動に偏り，人的資本論を理論的背景として男
性駐在員を家族や人的ネットワークから切り離して分析してきたこと(方法
論的個人主義)が批判されている。その帰結として，女性が卓越する医療・
介護専門職者の移動や，高学歴や専門職としての職歴を持ちながら，他国に
渡航して単純労働に従事せざるを得ない女性(たとえばEUにおける東欧出
身者など)の存在が覆い隠されてきたのである。 SIMs研究の道を拓いたの
と同様に， ここでも Geoforum36 (2)の特集“Genderand Skilled Mi-
grants: Into and Beyond the Workplace"がその後の研究を方向づけたこ
とは，特筆に値する。そこに収められた実証研究 CIredale，2005; Hibbins， 
2005; Purkayastha， 2005; Nagel， 2005; Yeoh and Willis， 2005)は，女性
というジェンダーと国際移動との関係を基調としながらも，それをエスニシ
ティ，ナショナリティ，人種といった他のカテゴリーをくぐらせる形で分析
している。このことは，移動者の属性のうち，特定のカテゴリー(当然ジェ
ンダーも含む)を特権化した分析が不適切であることを説得的に示していた。
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女性の SIMs研究の大半は，国際移動を移動者のライフヒストリーの中に
位置づけて理解しようとする縦断的・質的アプローチに依拠している。この
ことは， SIMs研究全体に方法論的・認識論的転換をもたらした。 SIMs研
究が登場した頃，人口移動研究においては，移動という人聞の主体的行為を
「人口」という集計量に還元し，それを計量地理学的に分析する手法の精激
化に偏重していたことへの内在的批判が起きつつあった (Boyleand 
Halfacree， 1998)。それに自答する形で，インタビューなどの質的調査に基
づき，移動が発意され実行される過程や，ホスト社会での新たな生活の経験
を内在的に理解することに注力する研究が増加した (McHugh.2000)。加
えて，人口移動を一過性のイベントとしてではなしその前後の人生と切り
離すことのできないプロセスととらえるべきことが意識され，計量的なアプ
ローチをとる研究者をも巻き込んで，これまで広く使われてきた一定期間に
発生した人口移動を記録した横断的 (cross-sectionaI)データから，移動歴
を含めた個人の諸経歴を追跡しうる縦断的(IongitudinaI)データへと分析
の軸足を移そうとする動きが起こってきた (Greenwood.1985; Warns. 
1992)。
女性の SIMsのほとんどは，自らの意志に基づいて国際移動を行っており，
もっぱら企業組織の論理に沿って移動してくる男性駐在員とは明らかに異な
る性格を有している。フェミニスト研究者たちは，移動者の経験から切り離
され，客体化された移動の地理を把握することにはほとんど関心を示さず，
女性移動者の豊かな語りを解釈学的に分析し，ライフコースにおける画期と
しての国際移動，生きられた経験としての国際移動を活写することに注力し
た。そして移動者であり，エスニシティ・人種においてマイノリティであり，
かっ女性である人々が，職場や労働市場，ホスト社会において幾重にも周縁
化されていることを明らかにし，さらにそうした状況におけるアイデンティ
ティ構築のありょうを掘り下げていった。
女性の SIMs研究は，女性たちがいかに多様な国際移動を生きているかを
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映し出していた。同時に，男性の SIMsを対象にしたこれまでの研究が生硬
なモダニズム的方法論に拘泥していることを，その陰画として示した。国際
人口移動については信頼できる量的データが不足しており，定量的な研究が
限界に行き当たることは目に見えていたため，研究の展開に伴って早晩縦断
的・質的データの収集と分析に移行せざるを得なかった。そのため， 1990 
年代の SIMs研究においても，縦断的・質的データに依拠した研究はみられ
た (Findlayand Li， 1997)が，その関心は職業キャリアの形成と国際移動
の意思決定の関係に偏っていた。フェミニスト研究者たちの批判が登場した
2000年代前半になると，多国籍企業に勤務する男性を主たる対象とした研
究においても，インタビューに基づく解釈学的分析が本格的になされるよう
になり (Beaverstock，2005， 2011など)，職場におけるポリティクスや人間
関係に加え，家庭生活や社会的ネットワークなどに関する理解も急速に深まっ
た。こうして SIMs研究は，量から質へ，横断的データから縦断的データへ
という人口移動研究の方法論的転回の最前線に位置することになったのであ
る。次節では，女性の SIMs研究の具体例として，海外で働く日本人女性に
関する研究を，筆者らが手掛けた研究も含めて紹介する。
2. 日本人女性に関する研究
海外で働く日本人に関する研究に先鞭をつけたのは，社会学者や人類学者
であり，文献学的にみれば，これまで紹介してきた人口地理学を主とする流
れとは系譜を異にする。しかし，主として企業内転勤によって移動する男性
との対蹴的性格を強く意識し，女性のライフコースに即して国際移動を意味
づけ，理解しようとする姿勢は，フェミニスト研究者による SIMs研究と通
底する。
1990年代半ば以降，香港を皮切りとして，自らの意思によって海外に渡航
する日本人女性の存在が知られるようになった九彼女たちの大半は，渡航
先において日本企業に勤務することで生活の糧を得ていた。酒井(l998a，b， 
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2000) は，いわば海外就職の勃興期に香港に渡った 20~30 歳代の日本人女
性を対象としている。酒井は，彼女たちの語りから，香港で働くことが日本
のジェンダ一規範からの解放を意味するとともに，日本のジェンダ一規範の
暗黙の前提である国民国家内部の均質性に対する挑戦でもあると述べる。現
地で採用された彼女たちの処遇は，高給と手厚い福利厚生，そして将来にわ
たる雇用に守られた男性駐在員に遠く及ばないものであったが，酒井は彼女
たちの生活の現実の向こうに，既成の秩序を揺るがす可能性をみていたよう
である。一方， Sakai (2004)は，ロンドンの日系銀行における調査から，
主として個人的問題に起因する心理的負担感から逃れようと新天地を求めて
ロンドンに渡った女a性たちが，ロンドンでの生活に決して満足しておらず，
アイデンティティの揺らぎにも直面している状況を示した。
タンらは，一連の研究 (Thanget al.， 2002， 2004， 2006)を通じて， シ
ンガポールで現地採用の従業員として働く日本人女性の存在様式を浮き彫り
にした。 Thanget al. (2002)は， 日本人女性の異文化経験・理解のあり方
が，男性駐在員とどう異なっているのかを，いくつかの観点から分析してい
る。とりわけ， 日本人女性がシンガポールでの生活を通じて日本人としての
アイデンティティを再認識していると指摘されているのが興味深い。
Thang et al. (2004)では，女性のライフコースにまつわる文化的・社会的
規範(たとえば結婚適齢期規範など)に，女性たちが異議申し立てをする実
践として海外就職を捉えている点で，酒井の研究と共鳴している。そのこと
との関連で， Thang et al. (2006)では， 日本人女性がシンガポールで働く
ことを決意する動機として， I私の空間 (myspace)Jという枠組みを導入
している。「私の空間」とは，専業主婦かキャリア・ウーマンかというステ
レオタイプ化された二者択一的ライフコース観にとらわれずに， 日本人女性
が海外就職を通じて自ら選び取った新しい生き方が可能となる場所を意味し
ている。これに対して Ben-Ariand Vanessa (2000)は， シンガポールで
働く日本人女性をホスト社会と駐在員の支配する日本のビジネス・コミュニ
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ティの両方から疎外された存在と位置つ'けている。
筆者らも，文化的・社会的規範に対する態度と移動の意思決定との関連性
や，移住先での仕事や生活を通じたアイデンティティの変容過程といった，
国際移動の意思決定と移動後の生活に関わる心理的過程を重視して，日本人
女性によるシンガポールへの海外就職を対象とした実証研究を行った(中津
ほか， 2008)。そこでは， 日本人女性たちが持つ「日本的なもの」に対する
アンビパレントな感情に着目し，彼女たちは日本の社会的規範や価値観，生
活習慣を否定しているのではなく，それを強制されていると感じることに違
和感を覚え，その違和感から逃れる手段として海外就職が選ばれているので
はなL、かと論じた。
日本人に限らず，女性のSIMsに関する研究は，インタビュー調査に基づ
いて国際移動を経験した女性の主観に分け入るアプローチを採ってきた。そ
こでは，国際移動が発意され実行されたという事実は，暗黙の裡に所与とさ
れている。海外就職なι思いもよらなかった人はもとより，念頭には上った
が実行に移されなかった/移すことのできなかった国際移動もまた，検討の
坪外にある。そもそも，国際移動の実現可能性は，送り出し国・受け入れ国
景気動向や受け入れ国の移民政策，送り出し国と受け入れ国にまたがる労働
市場の媒介項の存在といったマクロな構造的要因に大きく左右される。女性
のSIMsに関する研究において，こうした構造的要因が積極的に探究されな
かったことについては，やむを得ない点もある。グランドセオリーを#ドしな
がらも， SIMsというカテゴリーを生み出し，その移動の地理を規定してい
る制度や組織を構造的に担えうる中範囲の理論を目指してきた従来の研究の
姿勢に対する批判として登場してきたからである。もっとも，初期の SIMs
研究も，企業組織をも包含するマクロな制度や構造への視点を欠落させがち
であったのではあるが。
ともあれ，学史的意義とは独立に，自らの意志による国際移動を可能にし
ている要因，あるいはそれに対する制約を明らかにし，その中に実現された
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/されえなかった国際移動を位置付けて理解する必要があることは明らかで
ある。海外で働く日本人女性については， Yui (2009)が海外就職の希望者
と海外の日系企業の労働力需要を結びつける人材紹介会社の存在が重要であ
ることを指摘している。中海ほか (2012)では，労働力の供給側すなわち海
外就職を行った日本人女性に加え，需要側である日系企業および両者の媒介
項である人材紹介会社の 3つの側面から，シンガポールにおける現地採用労
働市場の存立基盤を明らかにすることを試みている。
IV.能動的国際移動者への着目
SIMsが帯びてきたジェンダー的・方法論的偏向を批判し，女性による国
際移動に照準を合わせた一連の研究は， SIMsが内的一貫性を欠いた雑然と
したカテゴリーであることを示唆していた。しかし， Geoforumの特集を飾っ
た論文のタイトルからも看取されるように，なおも「女性の SIMs研究」を
自称する傾向にあった。 2000年代の半ば以降になると，これまで SIMsの
傘下に押し込められていた移動者の多様性に目を向け， SIMsという研究の
枠組み自体を問う研究が登場する。ここでは SIMsの無限定性にまつわる問
題を一般的な形で議論の組上に上げている Scott(2006， 2007)について，
筆者の理解に基づく補足とともに紹介したL、。
国際人口移動は，その発着地や移動者の国籍，エスニシティと結び付けら
れ，先進国同士の移動や先進国出身者の移動は“skil1ed"，途上国から先進
国への移動や途上国出身者の移動は“unskilled"といったように，往々に
して二分法的に認識されてきた。結果として，“skil1ed"あるいは SIMsに
区分される人々は雑多な集団となるが，これまでの研究史を反映して，典型
的な SIMs像は男性駐在員を主な対象として得られた知識に基づいて構築さ
れてきた。
先進国においては，社会経済的な底上げと脱工業化に伴って，表面上は中
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表1生活様式によるHSIMsの6類型
移動の動機 キャリア・パス ライフスタイルの選好 関係性
ホスト社会 永住者 循環的 循環的 定住者 定住者との関係 -未定 -未定
家族状態 子は独立 学齢期の シングル シングル シングル 現地人/退職者 子ども /夫婦 /夫婦 /夫婦 と結婚
駐在員 能動的国際移動者 国際的 同化的定住者 定住者
生活様式の ライフスタイル 国際結婚類型 職業的理由による移動者 移民 ボヘミアン 移民
タイプ1タイプ21タイプ3 タイプ4 タイプ5 タイプ6
資料:Scott (2006， pp. 1112)を改編して作成.
間層 (middle-class)とみなしうる部分が膨張している。そのなかで人々は
差異化を模索し，中間層としてのアイデンティティを得ょうとする。当事者
によって意識されているかいないかに関わらず，国際移動はそれを通じて社
会的・文化的・経済的資本を手に入れようとする実践であり，いまや中間層
を特徴づける経験の一種になったとスコットは考える。企業内転勤における
組織内部での階梯の上昇といった，明確な見通しをもっているとは限らず，
何かしら得るところはあるだろうとの思し、から国際移動が行われることも多
い。国際移動の経験がもたらす何らかの社会階層的プレミアムを，スコット
は機動性資本 (mobilitycapitaJ)と呼んでいる。
中間層の膨張すなわちグローパル中間層の成立とその差異化戦略の結果，
これまでSIMsとされてきた人々は質的に異なる集団に分化する(表1)。
最も重要な分水嶺は，国際移動の目的がキャリア構築にあるか否かである。
タイプ 1-3は，いずれもキャリア構築が移動を動機付けており，基本的に
はライフステージの違いがタイプの違いに対応する。若くて子どものいない
タイプ3は，企業内転勤による駐在員でない場合も多いが，国際的に通用す
るキャリアを求める志向性は強L、。タイプ 2は学齢期の子どもがL、る典型的
な駐在員である。タイプ 1は，キャリアi構築のために海外に渡った後，そこ
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で退職し，晩節を迎えつつある人たちである。
キャリア構築を主目的としない移動者のうち，タイプ4と5はライフスタ
イルを重視した国際移動者である。タイプ4は，まだ確固とした将来像を持
たず，大学を出た後しばらく海外に出てみようといった人々が相当する。し
だいにキャリア指向を強め，タイプ3に移行する人もいる。逆に海外に居る
ことが目的と化してキャリア構築の熱意を失い，タイプ3からタイプ4へと
移行する例もみられる。タイプ5はScott(2006， 2007)のフィールドであ
るパリに典型的にみられるような，その都市特有の文化や芸術に魅かれて移
住し定住するボヘミアンたちである。タイプ4の一部は，時と共にタイプ5
に移行する。そしてタイプ6は，国際結婚を契機として移住先に定住しつつ
ある人々であり，タイプ3やタイプ4からの移行がみられる。
ここには，静態的な類型論に留まらず，ライフコースを基軸として海外移
動者をより動態的に類型化しようとする姿勢がみられる。これまでも，駐在
員については国際移動の経験と企業組織内の階梯の上昇との関係が時間軸に
沿って分析されてきた。しかし，ライフコースの進展に伴って海外に居るこ
との意味が移り変わっていくことについては，分析の手が十分に及んでいな
い。国際移動者をトランスナショナルなライフコースの形成主体と捉え，当
事者にとっての国際移動の目的と海外に居ることの意味の変遷を諸経歴
一一結婚や子育てといった家族歴，現地での転職や起業を含めた職歴，移住
先の国内における転居や第三国への移動あるいは母国への帰国に対する展望
といった居住歴など一一と関連付けながら解釈しようとする試みは，グロー
パル中間層の国際移動に対するより深い理解をもたらすはずである。
さて，中間層の膨張と共に増大したにもかかわらず，表 lにおけるタイプ
3~6 は，研究上不明瞭で不十分な取り扱いを受け続けてきた。人的資源管
理論では，暗黙の裡に駐在員を理念型としてきたことを反省し，主としてタ
イプ3，4に相当する人々が能動的国際移動者 (self-initiatedexpatriates) 
としてカテゴリー化されるようになり， 2000年以降急速に実証研究が増加
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している。その研究史を整理した Doherty(2013)によれば，駐在員との
比較を念頭に置いて能動的国際移動者の属性や職業キャリアに対する指向性，
仕事に対する満足度などが調査され，その人的資源をいかに管理・活用する
かが盛んに論じられつつあるという。人口移動研究において，同様の対象に
対して能動的国際移動者という表現が頻繁に使われるようになったのは，つ
い最近のことであり(たとえばHo，2011; Ryan and Mulholland， 2014b)， 
確固とした分析視角はまだ備わっていない。
表 1に基づけば，海外で働く日本人女性の大半はタイプ 3，4すなわち能
動的国際移動者に分類され，そのうち国際結婚をした人々がタイプ6に移行
する。筆者らが手掛けたもの(中津ほか 2008，2012) も含め，海外で働く
日本人女性に関する研究は，駐在員と能動的国際移動者とをジェンダー(前
者=男，後者=女〉に置き換えて議論してきたきらいがある。少なくとも現
時点では，能動的国際移動者が女性に偏っているとはいえず，駐在員が依然
として男性に著しく偏っているとしても，上記のような二分法に落とし込む
ことは妥当ではない。
筆者らが現在進めている日本人の海外就職に関する共同研究は，男女を問
わず調査の対象としている。その結果， 2014年度地理科学学会のシンポジ
ウムおよびそれに基づく特集号(地理科学70巻3号)に掲載された論文
(阿部， 2015;中海， 2015;鍬塚， 2015;丹羽・中)[1， 2015;由井， 2015; 
神谷， 2015)は，能動的国際移動者としての日本人海外就職者に関する研究
の現段階を示すものであるといってよいであろう。中津 (2015)は，海外就
職者の増加を日本人による国際移動の第三段階と位置付け，さらに海外就職
の意思決定要因を経済，言語，場所という 3つの要素に整理し，移住先によっ
てそれぞれの要素の比重が異なるとした。このことは，ジェンダーと移住先
の都市によって，海外就職者の特性が異なるとの見解を示した神谷 (2015)
と共通点を持つ。阿部 (2015)は， トダロ・モデルなどの古典的国際労働力
移動の理論に参照軸を求め，上海への海外就職者は現地での仕事や生活に対
82 明治大学教養論集通巻512号 (2016・1)
しては満足しているものの，キャリア形成については移動前に期待されてい
たほど達成されていない可能性を示唆している。丹羽・中川 (2015)は，仕
事よりも生活の側面に重きを置いたワーク・ライフバランスが許されている
ことが，バンコクで働く日本人にとっての魅力であるとした。
SIMsの一部を能動的国際移動者と呼んでみたところで，その内実が
SIMsに劣らず雑多である事実は変わらない。しかし，能動的国際移動者と
呼びうる人々の増加が，ク、、ローパルな移動空間(アパデュライ (2004)のい
うエスノスケープ)における今日的特徴であることは確かである，この現象
に対する認識を深めようとするのであれば，まず能動的国際移動者と組織の
論理に従って移動する駐在員との本質的な相違を明確にし，それを意識した
うえで，能動的国際移動者に内的分化をもたらす重要な契機を探っていくべ
きである。その過程で，ジェンダーは重要な契機として再提起されることに
なろう。
V. 日本人の行動様式は特殊か
筆者らが日本人海外就職者の研究を公にしてきた際，必ずといっていいほ
と、投げかけられた疑問は，そこに描き出された日本人の行動や思考の様態を
特殊とみるか否かというものであった。すなわち，海外就職するということ
自体に意味を見出す価値観は日本の若者に特有のものなのか，駐在員を主た
る構成員として集住地区を形成し， 日本人としての生活様式の維持に努め，
同国人同士のコミュニティを指向し，海外での暮らしを通じて自国文化の良
さを再認識するのは日本人だけなのかという間いが頻繁に発せられたのであ
る。
筆者らは， 日本人の海外就職者(特に女性)に関する先行研究を継承・発
展させる形で，共同研究を推進してきた。他の国籍・エスニシティを対象と
する文献の渉猟にまでは手が及ばず，多様化する国際人口移動の研究潮流の
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中に自らの研究を的確に位置づけることができていなかった。その結果とし
て，無意識のうちに日本人特殊論に与するきらいがあったかもしれなL、。文
献の読み込みは依然として不十分であるが，本章において日本人の国際移動
の特殊性に対する見解を暫定的に示しておくことにする。
海外に移住することに対する若者の価値観については，これまで述べてき
た能動的国際移動者の増加という事実そのものを解答とみなすことができる。
中間層の差異化戦略という見立てが正しし、か否かはともかく，海外移住によっ
て得られるかもしれない「何か」を求めての移動，それ自体が目的と化した
移動， さらには旅行との区別がつきかねる移動(たとえば Butlerand 
Richardson， 2013など)の顕在化は，先進国の若者に共通した動向である
といってよい。もっとも，それぞれの国の社会的・文化的文脈の中で，海外
就職の意味をより深く分析し理解することは必要である。
たとえば，パリに移住したイギリス人を対象とした Scott(2006， 2007)に
よれば，自らの意思で渡航してきた人は，国際移動の経験が「履歴書的なメ
リット (wasgood from careerjCV perspective)Jであると想定する傾向
にあったが， 日本人の海外就職者が同様の共通認識を持っているとは必ずし
もいえなL、。また日本人とくに女性の場合，外国語(とくに英語)を使って
生活や仕事をすること対する5郎、指向性が海外就職の動機付けとして重要で
あるが，他国においても母語以外の外国語を使用することが日本における英
語指向と同程度に重視されているかといえば，それははなはだ疑問である。
Conradson and Latham (2007)の扱ったような，英語圏内での能動的国
際移動者にとっては，むしろ言語障壁がないことが移動の際のメリットとな
る。彼らによれば，植民地としての歴史をもっニュージーランド、からの移動
者は，ロンドンに対して文化的先進地であり物事の中心であるという印象を
持っており，さほどキャリア形成を重視することなく一種のあこがれに導か
れて移住してくる。 Bailey(2006)が指摘するように， 日本人の英語指向を
欧米に対する潜在的憧れや言語を習得することによる「新しい自分
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(atarashii jibun) Jの獲得の表れと捉えるならば，移動の心理的な要因と
してはニュージーランドからロンドンへの移動と同様のものともみなせる。
母国における生活様式と同国人同士のコミュニティを指向し，海外での生
活を通じて自国文化の良さを再認識するという傾向についても， 日本人の特
性とはいえないようである。集団聞の物理的距離すなわちセグリゲーション
は，社会的距離の反映である。しかし，物理的にも文化的にもそう遠くない
パリにおいて，イギリス人は特定の地区に集積する傾向を明瞭に示していた
(Scott， 2006， 2007)。このことは， トランスナショナルやコスモポリタンと
いった言葉が喧伝される現代にあっても，なおアイデンティティの構成要素
として国籍が大きな意味を持つことを示している。パリにおけるイギリス人
の集住地区の立地は英語を使用する教会や学校の立地と対応しており，集住
地区を核としてホスト社会から切り離されたネットワークが重層的に形成さ
れている九イギリス人たちは，ジョッキを片手にコミュニケーションをと
るパブ文化や外食を楽しむ生活を大切にし，食事に誘っても乗ってこないフ
ランス人に対して違和感を抱く。
ドーパーの対岸でも状況は同じである。資料は古いが，ロンドンおけるフ
ランス人のセグリゲーション・インデックスはかなり高い (White，1998 : 
1741)ヘロンドンで働くフランス人の金融関係者を対象にした Ryanand 
Mullholland (2014a)を見る限り， ビジネスの領域におけるネットワーク
づくりの猛者をもってしでも，仕事を離れてイギリス人と親密な交友関係を
築くことには難しいようである。攻守所を変えて，フランス人は， rイギリ
ス人は外国人には目もくれず，仕事が終わると電車に乗って郊外の家に帰っ
てしまうJ，rなかなか自宅に招待してくれなL、」などと嘆くのである九カ
トリック教会やフランス語の学校，各種団体を基軸とするフランス人ネット
ワークは，ホスト社会との関係構築を試みたすえの挫折感をひとしきり味わっ
た後に，むしろ重要性を再認識される。海外就職者に近い対象を扱った
Favell (2006)にも，ステレオタイプ化した国民性の軸にそって「われわれ
グローバル中間層の国際移動と日本人の海外就職 85 
(フランス(人))Jと「やつら(イギリス(人))Jを差異化し，明らかに後
者をけなしているような語りが随所にみられる。
さらに興味深いのは，ニューヨークにおいて金融業に従事するイギリス人
駐在員の事例 (Beaverstock，2005)である。ここでも金融エリートは，仕
事関係のネットワークづくりに余念がないが，金曜の夜に外食を楽しむ習慣
がなく，仕事の後飲みに行こうとしないアメリカ人の同僚と，職場を離れて
親密に付き合うことに困難を感じている。必然的に社会生活においては，イ
ギリス人同士の交友関係が志向される。パリ在住のイギリス人同様，ニュー
ヨークにおいても家族を帯同してきた人は郊外に住む傾向にある。その場合，
妻たちは子どもの学校縁や近所付き合いを通じて，夫たちはオフィスへと向
かう通勤電車の車内で知り合うなどして，イギリス人同士の結びつきを強め
ていく。ニューヨークにおけるイギリス人の分布については分析されていな
いが，新たな生活への適応の点で，マンハッタン在住者に比べて郊外在住者
の方が容易である理由として， r彼らがミニ『駐在員集住地区Jに入居する
傾向にあり，そこではイギリス人がクリテイカル・マスに達しているという
基盤の，恩恵にあずかることができる (p.263)Jからであるとの記述がある。
この論文の対象は駐在員に限られているが，いわゆるグローパル・エリート
が，言語障壁がほとんどないと思われるω環境に移住した場合ですら，国籍
に基づく居住分化が多少なりともみられ，近所づきあい (socialnetwork-
ing in proximity to their place of residence)が異文化適応のカギ (vital
mechanism)を握っているということになるのであるから，かえって興味
深い。
現時点では，キャリア形成を重視して組織の論理に従って動く駐在員と，
ライフスタイル移民の性格を強く持つ能動的国際移動者という，属性あるい
は「身分」による生活様式や行動様式の差異については，突き詰めた分析が
なされていない。国際移動者の集住や生活様式に関する既存研究は，駐在員
と能動的国際移動者を一括した研究や駐在員に重きを置いた研究が多いため，
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能動的国際移動者だけを取り出してみた場合，結論が異なる可能性はある。
世界同時並行で進みつつある能動的国際移動者に関する研究をにらみながら，
日本人の海外就職者を相対化するとともに，とくに駐在員との関係性に注目
しながら，さまざまな理由から海外で生活している日本人の中に海外就職者
を定位する必要がある。
日本人が日本企業に現地採用されているのと同様に，能動的国際移動者が
出身国の企業に雇用される傾向が他国についても認められるのかという点に
ついては，判断の根拠がきわめて不足している。これは，当の移動者の指向
性よりも，むしろ進出先でも母国民を雇用することが多国籍企業にとってメ
リットになるかということに帰着するであろう。 EU加盟国間や世界都市聞
のSIMsに関する文献では，企業と移動者の国籍の異同に関する言及はほぼ
みられない。英語が共通言語として確立している環境では，多国籍企業にとっ
て母国民の採用に拘泥する理由は特にないと予想される。
韓国や中固など，英語以外を公用語とする国の企業が多国籍化する場合や，
ドイツやフランスの企業が東南アジアに進出する場合などについては，母国
民の現地採用が行われている可能性はある O 韓国の多国籍企業は， 日本と同
様に駐在員を管理的ポストに就ける傾向にあったが， しだいに現地化を進め
つつある (Kangand Shen 2014)。中国に進出した韓国企業に関しては，
韓国語を話し双方の文化を理解できる朝鮮族の中国人 (ethnicKorean Chi-
nese)を採用していること-(Taylor et al.， 2001)や，中国の大学を卒業し
た韓国人を技術職や下級の管理職として新卒採用していることが報告されて
いる (Kangand Shen， 2013)が， 日本人に広くみられるような現地採用の
形態が存在するか否かは不明である。
VI.国際人口移動研究の課題
国際移動は当事者にとって人生における大英断である。それがある人の念
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頭に上るか否かは，出身国の社会・経済の状態に対する展望や，労働市場の
態様，海外で生活することに対する社会的評価，帰国した場合に海外経験が
職業キャリアとして評価される可能性などの影響を強く受ける。能動的国際
移動者は，駐在員以上に受け入れ国のホスト集団と労働市場や住宅市場にお
いて競合する。そのため，多くの先進国は自国において不足している技術や
知識を持っている労働者にビザの発給を制限する傾向を強めている。ひとた
び入国が許可されたとしても，滞在期間や就労可能な職種は限定される。企
業における外国人労働者に対する考え方や扱い方もまた，国によって異なるO
こうして国際移動者は，分断された各国労働市場の特定部分に位置づけられ
る。社会生活に目を向けると，送り出し国と受け入れ国の文化的距離，外国
人への市民権付与をはじめとする国・自治体の政策，不動産所有や公共住宅
へのアクセスに関する規制，子どもの国籍などの法制度を含む家族規範など
によって，国際移動者の適応・同化の難易度や可能性は変わってくる。
送り出し固と受け入れ国にまたがるこうしたマクロな構造的・制度的要因
は，個人が海外に移住する意思決定を理解する際にも，能動的国際移動者の
増加という現象を全体論的に把握するためにも不可欠である。ところが
SIMs研究およびそこから派生した国際人口移動研究は，伝統的にこうした
マクロな背景にほとんど目配りしないまま，移動現象そのものの分析へと急
ぐ傾向にあった。
この傾向には，いくつかの要因が考えられる。第ーは，駐在員を主たる対
象としてきた研究の系譜を引き継いでいることである。駐在員を研究対象と
する場合には，企業の論理に従って組織内部で移動が行われ， ビザの取得や
住宅の確保といった制度上の問題が表面化しにくいため，これらを捨象しで
もさほど問題は生じなかった。第二に， EUにおいて単一の労働市場が成立
したことによって国際移動が増加し，それと比例して実証研究が増加したと
いう事情が挙げられる。 EU内部の労働力移動は特殊な条件の下で行われて
いるにもかかわらず，国際移動一般においてこれを規制する制度に対する配
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慮を失わせてしまう流れを作ってしまったのではないか。第三の要因は，
「顔の見える国際人口移動 (Thehuman face of global mobility， Smith 
and Favel1， 2006) Jの研究を襟携し，質的調査に基づいて移動者の内面に
肉薄しようとするあまり，国際移動とL、う現象に対する理解が移動者主体の
観念論に偏りすぎたことが挙げられる。
すでに紹介した通り， Scott (2006， 2007)の指摘した，中間層の拡大と
ブルデュ一流の差異化戦略は，能動的国際移動者の増加の背景をなすマクロ
な構造的要因の一つで、あろう。しかし，そうした一般的傾向を指摘したとこ
ろで，能動的国際移動を可能にしたり制約したりする要因や，能動的国際移
動者の存立形態が時間的・空間的多様性を帯びる要因には迫ることができな
い。それを達成するためには，比較分析のための適切な準拠枠が必要であり，
それは国際移動者を取り巻く構造的・制度的側面にこそ求められるべきであ
る。
能動的国際移動者というカテゴリーが明確に意識されるようになったのは
最近のことであり，研究はやっと絡に就いたところである。いまはまだ，特
定の国や都市と移動者の国籍・エスニシティを選び，その移動行動，居住地
の分布，労働市場，社会的ネットワーク，ライフコース，アイデンティティ
等々に関する調査を行えば，研究史のカタログに新たなページを加えること
はできる。しかし，昨今の国際人口移動に関する研究のペースから考えて，
10年もすればそのカタログは通読できないほど分厚いものとなり，事例研
究の限界効用は著しく低下するであろう。
今，求められているのは，単なる事例研究の積み重ねを超えた研究目的や
分析視角の設定ではなかろうかω。これは国際人口移動の領域に限った課題
ではないと，筆者は考える。量から質へ，横断的データから縦断的データへと
いう方法論的転回の末に，人口移動研究はこれまで集計量に埋没していた移
動者の素顔と生き様をありありと描き出すことに成功した。それが社会物理
学的計量モデルへの回帰でないとすれば，人口移動研究の次なるミッション
グローパル中間層の国際移動と日本人の海外就職 89 
は何なのかが論じられるべき時を迎えたように思われる。
これは，直ちに答えの出る課題ではなL、。今日の人口移動研究の発展は，
人口の地理的流動の幾何学的に計測したり，人口移動の発生要因を機械論的・
行動主義的に説明したりすることを超え，人口移動主体の視座から生の一つ
の在り方としての移動 Cmobility) を内在的に理解しようとする認識論的
転換によって達成された。そうであるとすれば，これまでの成果をふまえた
上で，人口移動をいかに認識するかと改めて問うことの先に，人口移動研究
の新たな地平が聞けてくるのではないだろうか。
付記
本稿は， 20日年度~2015 年度科学研究費補助金「日本企業のグローパル化と若者
の海外就職J，研究課題番号:23401038，研究代表者:神谷治夫による成果である。
{~主》
1) 英語圏の研究において使われる用語について言えば，一般的には SIMsよりも
expatriateのほうが駐在員に近いといえる。 しかし後にみるように self-
initiated expatriateといった言葉もあり， expatriate=企業内転勤による駐在
員ではない。
2) 2013年刊行の Population，Space and Plac巴19(2)が特集“International
Student Migration"を組むなど，注目度が高まるにつれて事例研究も増加して
いる。本来，国際人口移動研究における他のサブカテゴリーとの関連を明確にし
たうえで，留学生の移動についてもレビューすべきであるが，本稿では達成でき
なかった。なお，筆者らはオーストラリアにおける日本人留学について，留学の
動機や将来のキャリア展望に関する研究を行った(神谷ほか， 2008)。
3) 具体的には，途上国からの移民の受け入れと定着を想定した政策ではなく，グ
ローバルな流動性を持った SIMsの一時的滞在が増加しているという現状に対応
しうる政策に対する提言を目指していた。
4) デュッセルドルフ (Glebe，1986， 2003)，ロンドン (Hurdleyand Whit巴， 1999;
White， 2003; White and Hurdley， 2003)，広州(Liuet al.， 2011)，上海(周，
2014)などである。
5) 伝統的に移民研究の対象となってきたエスニック・エンクレイブと SIMsの集
住地区とでは，何が決定的に異なり，共通点があるとしたら何かについては，改
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めて系統だった整理が必要である。
6) 朝日新聞は.1994年1月24日朝刊に「香港めざすキャリア女性秘書や貿易・
サービス業に相次ぎ転職」と題した記事を掲載している。
7) ただし，情報通信技術の発展によって，国際移動者は出身国との人的ネットワー
クを維持することが容易になり，主に職業領域において脱領域化したトランスナ
ショナルなネットワークが形成されてきたことは否定できない。 ICTによって
対面接触に依拠した既存のコミュニティが解体することはないだろうが. ICT 
によるコミュニティの変容や集住の必然性への影響を，駐在員の現象と能動的国
際移動者の増加という動向と関連付けながら検討する必要がある。関連した研究
として，フランスで生活する日本人女性がICTを活用して子育て関連情報をや
り取りしていることを分析した Kukimoto(2010)が挙げられる。
8) オーストラリア人のセグリゲーション・インデックスがフランス人よりもやや
高いことが注目される。もっとも日本人のそれははるかに高L、。
9) Ryan and Mullholland (2014a: 158)が，先に挙げた Sccot(2006)を引いた
うえで.rこの経験はなにもロンドンに限ったことではなく，フランスを含む多
くの社会で，移民は(ホスト社会の成員が自分たちと交友関係を取り結ぶことに
積極的ではないという状況に)出くわすのである」と述べていることを記してお
く。
10) Beaverstock (2005)が指摘した通り，アメリカ英語にかなり違和感を覚える
イギリス人もいるようである。
11) 長い研究史をもっエスニック・ネットワークの研究では，すでに 20年前の時
点で広田(1995)が「事例報告を繰りかえす時期は終わり，その意味に関する理
論的な検討が要請される時期に来ている (p.125)Jと述べ，エスニック・ネッ
トワークをホスト社会における労働市場への参入を支える紐帯と位置づけて議論
を展開している。
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